
 
 

「山畑狂蔵」とは 

副院長 堀切 靖 

 
知らない方が多いと思うが、山畑良蔵院長は以前「山畑狂蔵」とい

うペンネームを持っていた。少し自虐的で、少し自慢げで、少し笑い

を取った、とってもいいネーミングだと私は思う。 
「狂」の其の一：顔で笑って、実は心の中で怒っている。逆に、怒

っているように見えて、心の中では笑っている。これ、まさしく「狂」 
「狂」の其の二：私は昨年から医療観察法病棟の病棟医長をしてい

るが、多職種で会議を開き、入院継続の 3要件や症状評価の 17項目を検討したり、外出、外泊では
詳細な計画を立てる等、大変。大雑把な私は集中力がなくなり、いつしか違うことを考えたり、眠く

なったりする。しかし、狂蔵氏は、それらの報告を聞き、ちょっとした？間違いに気づき、でも、実

はそれが大きな問題だったりするのに気づかされる。その集中力、注意力、気づきの鋭さ、まさに「狂」 
「狂」の其の三：志布志の田舎で生まれ育った、まさしく神童。神童は数学者を目指していたと言

う。高校時代の愛読書は哲学書。狂蔵氏が入院していた時、私が感動した小説を差し入れたところ、

小説を読む楽しみは将来に取っておいていたのだと。その知力、忍耐力、まさしく「狂」 
「狂」の其の四：医療観察法病棟を開棟する際、20人？30人？の職員で研修会に参加。懇親会の
後の 2次会は狂蔵氏がカードでポン。腹が出ているのは昔からだったか？まさに「狂」 
「狂」の其の五：長年にわたり姶良病院に勤務し、海千山千の処遇困難例の治療に携わる。その間、

興奮し暴言を吐く患者と対峙すること数えきれず。時に消化器で泡だらけにされたこともあれば、包

丁を持った患者に追いかけられたこともあり。それでも患者を愛する狂蔵氏、まさに「狂」 
「狂」の其の六：姶良病院は交通事故や違反が多いということで、繰り返し職員に指導が行われて

いる。実は狂蔵氏は 2回も後ろから追突されたことあり。しかも、1回は大きなダンプカーであった
が、ボルボに乗っていたためか、特に怪我はなし。ただ車は 2回とも廃車。これも「狂」なる故か。 
「狂」の其の七：毎年、95 パーセントの稼働率を維持し、県立病院の経営改善に最大限に貢献す
る。医療観察法病棟の開棟、精神科救急病棟の開棟、各病棟の改築を行った。去年は自治体病院精神

科部会の会長、来年は日本司法精神医学会の会長を務める。さらに重大事件の鑑定、各所での講演等々、

その働きぶりは、もう「狂」と言うしかない。だが、近くで見ている私が一番すごいと思うのは、リ

スクマネージメントや組織を運営、管理する能力である。管理者としての能力はとても真似できない

秀逸な「狂」。 
「狂」と言いながら、褒めてしまった。なので、ここでこそっと言っておこう。狂蔵氏は隠れセク

ハラ親父である。可愛い女性職員に「おっ、今日の洋服はかわいいね。いいね！」等、ポロッと言っ

てしまうのを私は聞いている。その心の中は「狂」に違いない。 

令和元年 7 月 1 日発行
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5病棟活動報告 
5病棟の活動報告をさせて頂きます。 

5病棟は女性閉鎖病棟です。一昨年は病棟改築のため、2回に渡り病棟移動を行い、沢
山のスタッフのご協力を頂きありがとうございました。現在はリノベーションし洗面所

も白で統一され、また、隔離室の壁や、トイレの壁も木の温もりを感じられるようにな

っています。 

 
昭和～平成～令和と元号も変わり、新しい令

和の時代に期待をもちながらこの１か月過ごし

ている所です。 
当病棟は、閉鎖病棟のため様々な行動が制限さ

れ、また慣れない環境、人間関係によるストレ

スを感じている方が多いと思います。少しでも

ストレスが軽減できるような取り組みの一つとして、リハ委員を中心に天気のいい日に

中庭開放を行い気分転換ができるような日を設けています。先日梅雨の合間の短い時間

ではありましたが、木々の合間から鳥のさえずりを聞き、紫陽花を眺め季節を堪能しい

つもにない患者様の表情をみることができました。 

 
昨年の退院件数 90件で内訳として自宅 75件・施設 10件で多くを占めています。

地域移行が推進されている中、長期入院を余儀なくされていた方でしたが一人無事退院

することができました。今後も QOLを高め資質の向上に努めながら退院支援を行いス
タッフ全員で頑張っていきたいと思っています。 



これからの季節，気温がぐんぐん上昇すると，冷たいものが食べたくなりますね。 

気温が２2～23℃を超えるとアイスクリーム，３０℃を超えると氷菓やかき氷，飲み 

物などがほしくなると言われています。                       

               

 ひとの水分必要量は１日に約２．５Ｌと言われ，このうち約１Ｌを食品から摂取し， 

残りの約１．５Ｌを水分として水・茶類・嗜好飲料などで摂取しているようです。 

 この嗜好飲料の中の１つに炭酸飲料・清涼飲料水があります。炭酸飲料とは水に二 

酸化炭素（炭酸ガス）を圧入した飲料，またはこれに果汁・乳・甘味料・酸味料・香 

料などを加えた飲料をいいます。炭酸飲料・清涼飲料水の原材料の表示では，最初に 

果糖・ぶどう糖液糖・砂糖を示すものがほとんどです。原材料の表示は，最初に示さ 

れるものが一番多く含まれるものですので，糖類が一番多く含まれていることになり 

ます。例えば，サイダーでは１００ｍｌ中に砂糖類が約１０ｇ（４０ｋｃａｌ）含ま 

れ，５００ｍｌのペットボトルで約５０ｇ（２００ｋｃａｌ）となります。多飲はエ 

ネルギーの過剰摂取につながりますので気をつけましょう。 

最近では低カロリーの甘味料を使用した飲み物も見られますので，そういうものや 

お茶などを上手に組み合わせて，水分を摂取して下さい。 

                        （参考：ｅ－ヘルスネット） 

   



 

 
    

 

食中毒について 

 

梅雨から夏の本番を迎えるこの時期は，湿度と気温がグングンと上昇していきます。 
高温多湿は，食品が傷みやすく，また，細菌の増えやすい状況であるため，食中毒

を起こしやすい環境になります。屋外で飲食する機会が増えるこの季節，思う存分楽
しむためにも食中毒にはご注意ください。 
 
 

食中毒の原因は 
食中毒を引き起こす主な原因は「細菌」と「ウイルス」になり

ます。細菌は特定の温度や湿度などの条件がそろうと食べ物の中
で増殖し，汚染された食べ物を人が食べることで食中毒を発症し
ます。一方，ウイルスは低温や乾燥した環境でも生存が可能で，
ウイルスが付着した食べ物を人が食べると，人の腸内でウイルス
が増殖し食中毒となります。 
細菌が増殖しやすい梅雨時は細菌が原因となる食中毒が多く，

一方，低温や乾燥した環境下で長く生存するウイルスが原因とな
る食中毒は冬場に多く発生します。 
この他，毒キノコやフグが原因となる「自然毒」，アニサキスなどの「寄生虫」も食

中毒の原因となります。 
 

 
食中毒予防の原則 
細菌による食中毒を防ぐためには，細菌を食べ物に「つけな

い」（洗う，分ける），食べ物に付着した細菌を「増やさない」
（低温で保存する），食べ物や調理器具に付着した細菌を「や
っつける」（加熱調理）ということが原則となります。 
 
 
食中毒かなと思ったら 
おう吐や下痢といった症状は，体が原因物質を排除しようと

する防御反応になります。医師の診断を受けずに市販の吐き気止
めや下痢止めを服用すると，体内に原因となる菌が取り残された
状態になります。むやみに服用せず，早めに医師の診断を受ける
ようにしましょう。 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5月からリハビリテーション科にて臨時的任用職員として働かせていただいていま

す、作業療法技師の福元 夕葵です。 

6 病棟を主に担当させて頂いています。2 か月弱経過し少しずつ慣れてはきました

が、まだまだ分からないことも多く、至らない所もあり皆様にはご迷惑おかけするこ

とが多々あるかと思いますが、精一杯頑張りますのでどうぞよろしくお願いします。

入職して 

地域生活ゼミが始まりました 

地域での生活に向けて、必要な知識や社会資源のことなどを学ぶ活動です。入院する

まで実家暮らしで 1 人での生活やグループホームでの生活に不安を抱えている方や、「働

く場所について知りたい！」「利用できる制度について知りたい！」といった希望や声に

お答えする内容になっています。また、参加者でお互いの不安や気持ちを共有する時間

をもち、参加者同士での相互学習を目指しています。 

学ぶ時間に加えて、簡単調理やデイケア体験などをとおして地域生活にむけた実践も

用意されています。 

興味のある方は病棟担当の作業療法士へお問い合わせください。 

 

テーマ（予定） 

セッション 1 導入と地域生活へのオリエンテーション 

セッション２ 退院準備と社会資源 

セッション３ お金の管理 

セッション４ 食生活の管理（実践） 

セッション５ 毎日のスケジュールの立て方 

セッション６ 地域で元気に生活するために 

セッション７ ストレス、注意サインとその対処法 

セッション８ デイケア探検隊（実践） 

セッション９ 全体のまとめ・修了式 

 



デイケア活動報告

県下一周想定
ウォークラリー実施中

■病院敷地内を1周すると
①ポイントGET！

■鹿児島市地点をスタートし、
県下1周を目指します。

現在トップはT・I さん
155周／320周
(湧水町地点)

デイケアは、病気の再発防止、地域生活や就
労など社会復帰することを目的とするリハビリ
テーションの場です。当院デイケアでは、利用
者が主体的にプログラムを考え、スポーツ、レ
クリェーション、SST、勉強会など行っています。
利用者の方が安心して、様々な活動の中で楽
しみを見つけ、居心地の良い時間を過ごせるよ
う、また、生活支援や就労支援など、様々な
ニーズにこたえられるよう、今年もサポートして
いきたいと思います。

現在の登録者数 ： 87名
月間利用者数 ： 68名
1日平均利用者数 ： 17.5名
就労者数(作業所含め) ： 23名
治療M参加者 ： 4名/17名
院内患者受入数 ： ２２人/月

令和元年6月末時点

〈就労支援の取り組み〉
・施設見学
・就労支援プログラム

(13セッション)

利用者の方の作品です♪

令和元年No.１



鹿児島県立姶良病院における 

もの忘れ外来(予約制) のご案内    

                            
１ 目的 

もの忘れでお困りの方、家族からもの忘れが病気ではないかと心配されている方
等を対象に、医師による診療や専門職員による相談を行い、かかりつけ医へ紹介す
るなど、本人・ご家族の支援を目的として実施するものです。 

 
２ 実施内容 
・毎週水曜日午後１時～ １日２名までで、完全予約制です。 
・事前に郵送します問診票を記入いただき、当日は詳しい聞き取りや検査（採血、 
頭部等 CT 等）の後、医師による診察があります。 

 
３ 費用（例） 
 ・一般（３割）              約７，５００～９，０００円 
 ・後期高齢者 [７５歳以上]（１割）    約２，５００～３，０００円 
 

＊ 医師の指示による検査内容で異なります。 

  
【相談・予約窓口】 

〒899-5652 
鹿児島県姶良市平松６０６７ 

   鹿児島県立姶良病院 地域医療連携室 
        TEL ０９９５－６５－３１３８ 
        FAX ０９９５－６５－８０３８ 



ふれあい看護体験を開催いたしました 

 
 当院は地域の民生委員の方々に支援していただくことが多く、例年参加していただいております。 
 当日は、山畑院長から病院概要、取り組みの一つとして訪問看護や精神科におけるリハビリ活動の説明が 
 ありデイケア活動の見学など具体的に説明しました。 

  

    

                            

  今回の「ふれあい看護体験」を機に当院の存在を身近なものとして感じていただき、気軽に相談できる 
  医療機関として役立てていただきたいと感じました。 
  
                       
 
 

21世紀の高齢社会を支えていくためには、 
看護の心、助け合いの心を広く分かち合うことが 
必要だとだれもが認識するきっかけとなるように 
1990年「看護の日」が制定されました。 
これは近代看護の先駆者であるフローレンスナイ

チンゲールの誕生日にあわせて 5月 12日を「看護
の日」として定めたものです。この制度の記念事業

のひとつとして「ふれあい看護体験」があります。

当院も 6月 12日に開催しました。 

また、実際に患者さんに実施している

活動の一つとして「棒体操」の体験を

していただいたところ 
 “肩こり解消になる”と好評でした。

 

意見交換会では、「８０５０問題」「認知症につい

て」「訪問看護の状況」「デイケア利用者の就業状

況」「見学できて身近に思えた」などの感想も踏え

た意見やまた、地域で関わっている「引きこもり」

について対応方法や相談機関等の質問もありまし

た。 



 

 

 

 

 

 

 

 

お申込み・お問い合わせ先 

県立姶良病院 地域医療連携室  

℡：０９９５－６５－３１３８  FAX：０９９５－６５－８０３８ 

日時 ：令和元年８月３日（土）  

１３：３０～１６：３０ （受付 13：00～） 

場所 ：姶良市加音ホール  （TEL0995-62-6200） 

内容： 

 

 

発達に凸凹があり、気になることがありませんか？ 

例えば、「周りの人とコミュニケーションがとれない」「忘れっぽい」「ミスが多い」「整理ができな

い」「時間や期限が守れない」など・・・発達障害は持って生まれた個性なのです。 

発達障害のある方への理解や支援について、一緒に考えてみませんか。 

 

講演 A 「子どもの発達障害について」 

講師：鹿児島中央児童相談所 吉田 巌 医師 

講演 B 「大人の発達障害について」 

講師：県立姶良病院 山畑 良蔵 院長 

講演 C 「発達障害関連のグループ支援について」 

講師：メンタルケア研究会コラソン 臨床心理士 千石 久美子 先生

テーマ「発達障害について」 
発達に凸凹があり、気なることはありませんか？ 

例えば、「周りに人とコミュニケーションがとれない」「忘れっぽい」「ミス多い」

「整理できない」「時間や期限が守れない」など・・・ 

発達障害がある方への理解や関わり方を一緒に考えてみませんか・・・ 

どなたでも参加できます。

参加料は無料です。 

主催：鹿児島県立姶良病院 後援：姶良市、霧島市、姶良市民生委員児童委員協議会連合会 

 



 

 
 
７病棟のリニューアル工事が完成し，令和元年度から新たな環境でスタートしました。 
内装は淡いグリーンで統一し，柔らかい雰囲気の仕上がりとなっています。 
これからも，患者さんのアメニティの向上に配慮し，病院の理念でもある「やすらぎと幸せを」を
感じていただけるような病院づくりに努めていきます。 
 
●７病棟の写真                                 
 

 

 



 
 
令和 2年 6月 5日（金），6日（土）の 2日間に渡り，かごしま県民交流センターにおいて，

第 16回日本司法精神医学会大会を開催します。 
 
大会会長は，当院院長の山畑良蔵，大会副会長は，鹿児島大学医学部保健学科／大学院保健

学研究科の赤崎安昭教授となります。 
 
令和元年 6月末現在，開催に向けての本格的な準備作業に着手したところですが，これに先

立ち，岩手県花巻市で開催された第 15回日本司法精神医学会大会（令和元年 6月 7日（金），
8日（土））に参加しましたので，その様子を報告させていただきます。 
 

１ 会場                                 

会場は，東北屈指の温泉地にある「花巻温泉 ホテル千秋閣」で開催されました。 
花巻市は，宮沢賢治のゆかりの地でもありますが，大会テーマは，これにちなんで「賢治と 

異質」として開催されました。 

 

２ イベント                               

開会式の後，大会会長である独立行政法人国立病院機構花巻病院院長の八木深先生による会
長講演「賢治と異質」や名誉花巻市民第一号であり，宗教学者の山折哲雄先生による特別講演
「デクノボーになりたい」の他，シンポジウム，一般演題，ワークショップなど多数のイベン
トが開催されました。 



 

 

３ 懇親会                                

懇親会では，岩手県の郷土料理や日本酒によるおもてなしの他，伝統芸能である“鹿踊り”
が披露されました。 
また，懇親会の締めの挨拶として，次回大会会長である，山畑院長よりご挨拶をさせていた 

だきました。 

 

４ 最後に                                

 宮沢賢治のゆかりの地である花巻で，事務局スタッフやホテルの方々などの行き届いたおも
てなしもあり，素晴らしい 2日間を過ごさせていただきました。 
 また，大会の他，限られた時間ではありましたが，花巻の温泉，わんこそば，大リーガーの
菊池雄星選手や大谷翔平選手の母校である花巻東高校（車で通過しただけです）などの思い出
も作ることができました。 
来年は，ここ鹿児島で第 16 回大会を開催させていただきます。皆様多数のご参加をお待ち

しておりますので，どうぞよろしくお願いします。 
 
 
 
 
 
 
 



 

５ 参考（開催案内チラシ）                        

 
 



 
            
 

単身赴任を終えて 

８ 病棟 中村 

 
「お父さん、おかえりー」 
３年間の単身赴任生活が終わり自宅に戻ると、玄関前で子供達が一斉に抱きついてきた。

娘たちは一様に笑顔だが、息子は「もうどこにも行かないでね」と一人涙ぐんでいる。帰

る度に「また来てね。バイバーイ」と親戚のおじさんが帰るように手を振っていたのに。

微かに震えている頭を撫でると身長がまた伸びた事に気づく。 
子供の３年はとても早く、一年生だった長女は親が一瞬悩む様な計算が出来るようにな

り、難しい漢字も書けるようになった。下の子二人は小学１年生になり、少しばかり大げ

さに見えるランドセルを誇らしげに背負って、兄弟仲良く手を繋いで登校していく。心配

して見送る親の心を知ってか知らずか、振り返りもせずにグングン歩いていくうしろ姿に、

確かな成長が感じられ嬉しく思う。 
新年度が始まり、子供たちが小学生にあがるタイミングで妻の夜勤が始まった。２交代

のため妻が夜勤の日は、帰宅してから体操服の洗濯をして夕食を作り、宿題の答え合わせ

をして音読を聞き、翌日の時間割を確認し、お風呂に入れて、21時までに寝かしつけてと、
とても忙しい。そのまま一緒に寝てしまう事もしばしばある。翌朝は早起きして朝食も食

べさせないといけない。妻はこんな日々をほぼ毎日 1 人でこなしていたのかと思うと改め
てその偉大さに感謝した。 
私はといえば、3年前は料理もほとんどできず、

毎日豆腐と玉ねぎを食べていたが、3年の間にパス
タとローストビーフが作れるようになり、アボガド

の見極めがプロ並みになり、掃除、洗濯に詳しくな

った。おかげで私の女子力は 1.5倍増しになり、妻
からはうるさがられる事が増えたが、私の料理が思

いのほか子供達に好評のため、今の所「また来てね」

とは言われないで済んでいる。 
 
 

リレー随筆 



病院の理念 

『やすらぎと幸せを』 
 
 病院の基本方針 
  １ 本県における精神科医療の基幹病院としての役割を果たします。 
  ２ 患者さんの安全と人権に配慮したチーム医療を提供し，早期の地域移行・地域定着を目

指します。 
  ３ 自己研鑽に努めるとともに，医療従事者の研修の場としての役割を果たし，精神科医療 

水準の向上を目指します。 
  ４ 公共性を確保するとともに，効率的な病院経営を行い経営安定化を目指します。 
 
 患者憲章 
  １ 患者さんは，だれでも一人の人間として尊重され，どのような病気にかかった場合でも，

良質な医療を公平に受ける権利があります。 
  ２ 患者さんは，病気や治療方針などについて，理解しやすい言葉や方法で説明を受ける権

利があります。また，他の医療機関の医師の意見（セカンドオピニオン）を求める権利
があります。 

  ３ 医療の課程で得られた患者さんの個人情報は守られます。 
  ４ 患者さんは，研究途上にある治療を受ける場合は，前もって治療内容について十分な説

明を受ける権利があります。 
  ５ 患者さんは，病院内の他の患者さんの治療に支障を与えないよう配慮する責務がありま

す。 
 
 

 
県立姶良病院 
 
〒899-5652 
  鹿児島県姶良市平松６０６７ 

電話：0995-65-3138 
FAX：0995-65-8044 

   ホームページアドレス 
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